
（別紙３）

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 12 （回答者数）
11

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

発達保障の中身を細分化して学習できるようにする。

2

イベント内容を充実させていく。

3

丁寧な学習を積み上げプロ意識をさらに高めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

他の事業所の状況を確認し、情報収集を行う。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス　うぉーむスペースれい

○保護者評価実施期間
2026年　2月15日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域のこどもとの交流ができていない。 時間的な問題で交流のきっかけを作りにくい。

発達保障（人間の内面の理解）に基づいた支援を行っている

こと。

個々の発達に応じた支援を充実させるために、月１回以上の

学習会を行っている。

保護者との交流を年に数回行い、親睦をはかっていること。 親睦会に保護者が参加しやすいように、こどもを別室で支援

するようにしている。

文化祭を開催し、子どもの頑張っている姿を見てもらうよう

にしている。

職員集団の人間関係が良く、個々の力量アップと共に、職集

団としての力量が年々上がっていること。働きやすい職場で

離職率が低いこと。

毎日、打ち合わせを行っている。その場で疑問や悩み、困り

ごと、逆に嬉しかったことなど話し合っている。まず「共

感」することから話うよう心がけている。

事業所における自己評価総括表公表


